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令和７年度道路橋メンテナンス技術講習 

開催報告 
 
 
１．講習会の名称 

令和７年度道路橋メンテナンス技術講習 
 
２．実施⽬的 

本講習は、主に当協会の技術者を対象としており（当協会外からの参加希望者も受け⼊れ
る）、道路橋等の道路構造物に関する、国⼟交通省が定める定期点検に必要なメンテナンス
技術である知識と技能の習得を⽬的としている。国⼟交通省は、令和６年度から始まった定
期点検３巡⽬にあたり、質の確保（健全性の診断にかかる技術的根拠）や記録の合理化を⽬
的とする定期点検要領の改定を令和６年３⽉に⾏っており、講習内容・カリキュラムは要領
改定に対応したものとなっている。 

本講習における専⾨講義（座学）と現地実習を通じて達成度確認試験に合格した者は、令
和５年度から直轄管理橋梁の点検・診断業務の配置担当技術者に保有が求められる技術者資
格等の⼀つとして認められている。 

なお、達成度確認試験の合格者は、所定の実務経験を満たした場合、⼀般財団法⼈ 橋梁調
査会が実施する検定試験を受験することができ、試験に合格した場合は、道路橋点検⼠補の
登録申請が可能である。 
 
３．実施時期・⽇程 

令和７年１１⽉１０⽇（⽉）〜令和７年１１⽉１４⽇（⾦）（５⽇間） 
 
４．実施団体 

⼀般社団法⼈ 建設コンサルタンツ協会 
 
５．受講対象者 

学歴、実務経験年数等受講要件は求めない（従来通り） 
 
６．実施場所・受講者数 

・東京地区 ：受講者数３０名／定員３０名 
・⼤阪地区 ：受講者数２６名／定員３０名 
・合計 ：受講者数５６名／定員６０名 

 
※会員区分 ：会員受講者数４４名、⾮会員受講者数１２名 
   
  
  
 



 

2 
 

７．講習内容 
（１）専⾨講義（座学） 

⽇時を指定したカリキュラム（リモート形式）により実施 
・講師 ：国総研及び整備局職員 
・カリキュラム ：国総研等が作成したカリキュラムに基づき実施 
・テキスト ：国総研等が作成したテキストを使⽤ 

（２）現地実習 
関東地⽅整備局、近畿地⽅整備局がそれぞれ管理する橋梁を⽤いて現地実習を実施 
・東京地区 ：国道３５７号 鋼橋（千葉県） 
・⼤阪地区 ：国道１号ＢＰ ＰＣ橋（滋賀県） 

（３）達成度確認試験等 
  専⾨講義（座学）、現地実習の理解度を確認するために実施 

・東京地区 ：ＴＫＰ九段下神保町ビジネスセンター会議室 
・⼤阪地区 ：⼤阪マーチャンダイズ・マート（OMM）２階会議室 
 

８．受講料（消費税込み） 
・協会会員 ：２７，５００円 
・協会⾮会員 ：５５，０００円 

 
９．達成度確認試験（学科・実技）実施結果 

・東京地区 ：合格者数１９名／受験者数３０名（合格率６３％） 
・⼤阪地区 ：合格者数１３名／受験者数２６名（合格率５０％） 
・合計 ：合格者数３２名／受験者数５６名（合格率５７％） 

 
１０．受講者へのアンケート調査結果 【別紙１参照】 

・受講者の年齢は、「２０歳代」が全体の７０％を占めており、「３０歳代」を加える
と全体の８１％を占めた。橋梁点検業務の経験年数は、「未経験」または「３年未満」
が全体の９３％を占めた。実務経験が少ない技術者の割合が、前年度と⽐べて１５％
増加した。 

・受講動機について、「直轄管理橋梁の点検・診断業務の担当技術者に求められる要件
の⼀つとして認められているため」を最も⼤きい動機として選択した受講者が全体の
５０％を占めた。「道路橋点検⼠・道路橋点検⼠補（⼀般財団法⼈ 橋梁調査会）の資
格取得のため」を加えると受講者全体の６８％を占め、「技術⼒の向上」は２９％で
あった。 

・本研修全体の満⾜度について、「満⾜」または「やや満⾜」を選択した受講者が全体
の約９６％を占めた。専⾨講義（座学）と現地実習の内容、説明、時間に対する各評
価は、専⾨講義（座学）が概して良好であった⼀⽅、現地実習の説明は全体の３６％
の受講者が「やや分かりにくい」または「分かりにくい」を選択した。また、現地実
習の時間は、全体の５２％の受講者が「丁度良い（適切）」を選択したが、３９％の
受講者は「短過ぎる」を選択した。 

・本講習の今後の継続については、無回答者を除く全受講者が「今後⻑期にわたり継続
すべき」または「今後５年程度は継続すべき」を選択し、肯定的な評価であった。 
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１１．令和８年度の開催に向けて 
・令和４年度から開始したリモート形式による専⾨講義（座学）では、通信障害の発⽣

もなく、全体を通して良好な受講環境を保持することができた。令和８年度の開催に
あたっても、専⾨講義（座学）は引き続きリモート形式の採⽤を継続する⽅針とし、
国総研、整備局と調整、連携を図りながら、円滑かつ効率的な運営を図っていくこと
とする。 

・令和６年３⽉に定期点検要領が改定された。本研修の受講者数は、東京地区では昨年
に引き続いて定員を超える応募があり申込期間途中で募集を打ち切ったが、⼤阪地区
では定員に達しなかった。令和８年度の開催にあたっても、本講習の周知の仕⽅や期
間など、更なる⼯夫を加えていく。 

・達成度確認試験合格者には合格証を発⾏している。総合評価落札⽅式の⼊札参加時に
は、この合格証が当該資格を保有していることを証明するエビデンスとなる。個⼈情
報及びプライバシー情報の保護の観点からも、建コン協として引き続き受講者・達成
度確認試験合格者の⼀元的管理・更新を⾏う。 

・達成度確認試験合格者に対して数年毎のリフレッシュ講習（更新講習）が導⼊される
場合は、国総研、整備局と連携して対応することとする。 

 
以上 
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■ 専⾨講義（座学）状況写真 

 

 

 

■ 現地実習状況写真 
東京地区  東京地区 

   

⼤阪地区  ⼤阪地区 
   

■ 達成度確認試験状況写真 
東京地区  ⼤阪地区 
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別紙１ 

令和７年度道路橋メンテナンス技術講習 
アンケート調査結果 

１．あなたご⾃⾝について 
（１）所属会社 

 ■ 会員 
■ ⾮会員 

 

（２）所属会社規模（全組織） 

 
■ １〜５０⼈ 
■ ５１〜１００⼈ 
■ １０１〜２００⼈ 
■ ２０１〜５００⼈ 
■ ５０１〜１０００⼈ 
■ １００１〜２０００⼈ 
■ ２００１⼈以上 

（３）職位 

 
■ 部⻑クラス以上 
■ 課⻑・係⻑クラス 
■ 担当技術者 
■ その他（点検員等） 
■ 無回答 
 
 

（４）年齢 

 
■ ２０歳代 
■ ３０歳代 
■ ４０歳代 
■ ５０歳代 
■ ６０歳以上 
 

受講者 
56 名 

20%

20%

20%

37%
13%

13%

47%

受講者
56名

4%
13%

70%

13% 2%

受講者
56名

70%

11%

7%
9%

4%

受講者
56名
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（５）橋梁点検業務の経験年数 

 
■ 未経験 
■ 3 年未満 
■ 3 年以上 5 年未満 
■ 5 年以上 10 年未満 
■ 10 年以上 
 
 

（６）取得している資格 

 
■ 未取得 
■ 技術⼠ 
■ ＲＣＣＭ 
■ コンクリート診断⼠ 
■ ⼟⽊鋼構造診断⼠ 
■ 道路橋点検⼠・点検⼠補 
■ その他（技術⼠補、測量⼠補、測量⼠、 

１級⼟⽊施⼯管理技⼠等） 

（７）受講動機（最も⼤きい動機を選択） 

 
■直轄管理橋梁の点検・診断業務の担当技術

者に求められる要件の⼀つとして認められ
ているため 

■ 道路橋点検⼠・道路橋点検⼠補（⼀般財団
法⼈ 橋梁調査会）の資格取得のため 

■ 技術⼒の向上 
■ その他（会社指⽰、ＣＰＤ取得等） 
 

 
 

  

59%34%

4%
4%

受講者
56名

59%

3%
2%2%

34%
受講者
56名

50%

18%

29%

4%

受講者
56名
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２．本研修の内容について 
（１）本研修全体の満⾜度 

全体 東京地区 ⼤阪地区 

   
 ■ 満⾜ 

■ やや満⾜ 
■ どちらでもない 
■ やや不満 
■ 不満 

（２）専⾨講義（座学）の内容 
全体 東京地区 ⼤阪地区 

   
■ ⾮常に役に⽴つ    ■ 役に⽴つ 
■ あまり役に⽴たない  ■ 役に⽴たない 
■ 無回答 

（３）専⾨講義（座学）の説明 
全体 東京地区 ⼤阪地区 

   
■ ⾮常に分かり易い   ■ 分かり易い 
■ やや分かりにくい   ■ 分かりにくい 
■ 無回答 

39%57%

2%
2%

受講者
56名 37%60%

3%

受講者
30名 42%54%

4%

受講者
26名

57%43% 受講者
56名 57%43% 受講者

30名 58%42% 受講者
26名

27%

64%

5%4%

受講者
56名

30%

67%

3%

受講者
30名

23%

62%

12%
4%

受講者
26名
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（４）専⾨講義（座学）の時間 
全体 東京地区 ⼤阪地区 

   
■ 丁度良い（適切） 
■ ⻑過ぎる 
■ 短過ぎる 
■ 無回答 

（５）現地実習の内容 
全体 東京地区 ⼤阪地区 

   
■ ⾮常に役に⽴つ    ■ 役に⽴つ 
■ あまり役に⽴たない  ■ 役に⽴たない 
■ 無回答 

（６）現地実習の説明 
全体 東京地区 ⼤阪地区 

   
■ ⾮常に分かり易い   ■ 分かり易い 
■ やや分かりにくい   ■ 分かりにくい 
■ 無回答 

 

71%

18%

11%

受講者
56名

67%

23%

10%

受講者
30名

77%

12%

12%

受講者
26名

46%43%

9%
2%

受講者
56名 43%

40%

17%

受講者
30名 50%46%

4%

受講者
26名

18%

45%

32%

4%
2%

受講者
56名

13%

47%

37%

3%

受講者
30名

23%

42%

27%

4%
4%

受講者
26名
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（７）現地実習の時間 
全体 東京地区 ⼤阪地区 

   
■ 丁度良い（適切） 
■ ⻑過ぎる 
■ 短過ぎる 
■ 無回答 

 
３．本研修を今後も継続すべきと考えますか 

全体 東京地区 ⼤阪地区 

   
 ■ 今後⻑期にわたり継続すべき 

■ 今後 5 年程度は継続すべき 
■ 継続不要 
■ 無回答 

 
 
 

52%

7%

39%

2%

受講者
56名

47%

7%

47% 受講者
30名

58%

8%

31%

4%

受講者
26名

88%

11%
2%

受講者
56名

87%

13%

受講者
30名

88%

8%
4%

受講者
26名


